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面接練習に思う 

学校長  井 川 勝 博 

 今年にはいり、もうひと月が終わりました。２月に入り、少し日が長くなったように思いますが、

まだまだ寒い日が続いています。 

 １月半ばより、入試に面接がある生徒（のべ９０名ほど）の面接練習を校長室で行いました。 

面接中の姿勢や言葉使い、服装や目線まで見させていただきました。また、質問に対する答え方はも

ちろんのこと、内容もしっかり聞かせていただいています。ほとんどのみなさんは、ここに来るまで

にしっかり予備練習やイメージトレーニングもしてきたのでしょう。服装、姿勢もきちんとし、受け

答えもしっかりしていました。 

そのなかで、「なぜこの学校を志望したのか？」「ここで何を学びたいのか？」という質問に堂々と答

えてくれた人に感心しました。数ある高等学校の中からなぜこの学校を選んだのか、またなぜこのコ

ースなのか。自分の意思をしっかり持っている人は、入学してからも頑張っていけるはずです。逆に、

希望校に入学しても、そのことがゴールとなってしまっては、そこで成長が止まってしまうことにな

ります。 

また、最近は夢や目標を持っている生徒が少ないということを聞くことがありますが、しっかり自分

の将来の目標を語ってくれた人は多かったように思います。不思議なことに、自分の目標をしっかり

語っているときは、こちらの目をしっかりみて話をしてくれます。そしてその目がとても輝いている

印象を受けました。先ほどの話にもつながることですが、自分の夢や目標をかなえるために、この学

校に入学したい、ここでこんなことを学びたい、という思いは、次の努力につながります。もしかし

たら、その思いが強いほど、努力も大きくなるのかもしれません。目標が変わったり、かなわなかっ

たとしても、努力したことは自分を成長させたことに違いはありません。 

ただ夢や目標がなければダメだというわけではありません。目標がないからこそ、この学校で見つけ

たいです。この学校で頑張れば目標を見つけられると思います。と、強い思いを語ってくれた人もい

ました。つまりは、自分が頑張るための目標もあるのではないか、ということです。 

 

 

～入試に向かっている３年生の皆さんへ～ 

 受験生と呼ばれる皆さんは、ここまでも一生懸命取り組んでこられたことでしょう。そして、不安

を抱えたり、悩んだりもしたことでしょう。さらに、いまは入試直前ということもあり、不安な気持

ちも大きくなっている人もいるのではないでしょうか。そのなかでも懸命に努力を続けている人も多

いと思います。努力を続けている人ほど、目標達成に近づくことは確かです。そして、これからの自

分につながるはずです。厳しい冬であるほど、春の訪れはとてもうれしいものです。周りの人はきっ

と皆さんを応援してくれています。私もその一人です。一人ひとりの受験生を応援しています。 

 

「試験当日の不安を解消する薬は、それまで頑張ってきた自分の努力を信じることです。」 

山手台中だより～希望に燃えて～

 


